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薬剤耐性対策推進月間（11月）
薬剤耐性（AMR）問題は国民全体で取り組む問題

薬剤耐性(AMR)とは
感染症の原因となる細菌に抗菌薬・抗生物質が効かなくなること

例えば、「かぜ」の原因は“ウイルス”
抗菌薬は「かぜ」の時にのんでも効果はありません
自己判断でのんだり医師の処方を守らないと、治らないばかりか、
副作用が出たり「薬剤耐性菌」が生じ、感染症の治療や予防の
妨げになります

正しく使って必要な時に抗菌薬・抗生物質が
使えないことにならない対策が必要

感染対策は
平常時から

不必要な時に
抗菌薬を飲まない

処方されたら
きちんと飲みきろう

抗菌薬は細菌に対抗
するために作られた薬

ウイルスには効果なし

不必要な内服は、
副作用や薬剤耐性を作る

将来病気になった時必要な薬が効かなくなる危険

医師はアナタの体に合っ
た抗菌薬を処方する
🌸用法・用量を守ろう
🌸症状が落ち着いても
飲み切ること

他の人に譲渡しない

感染症を防ぎましょう
咳エチケット ワクチン接種

感染症にはワクチ
ンで予防できるも
のがある

咳やくしゃみのしぶき
が飛ばないようにマ
スク等で口や鼻を覆
いましょう

正しい手洗い

Antimicrobial Resistance

AMR臨床リファレンスセンターHpより一部抜粋
ttps://amrcrc.ncgm.go.jp/020/010/index.htm
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